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一

は
じ
め
に

一
九
四
二
年
一
月
か
ら
五
月
ま
で
、
海
野
十
三
は
海
軍
報
道
班
員
と
し

て
徴
用
さ
れ
軍
艦
「
青
葉
」
に
搭
乗
し
て
パ
ラ
オ
、
ト
ラ
ッ
ク
、
ラ
バ
ウ

ル
へ
赴
い
た
。
こ
の
四
ヶ
月
間
の
徴
用
体
験
を
題
材
と
し
て
書
い
た
作
品

が
従
軍
日
記
『
赤
道
南
下
』
（
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
、
一
九
四
二
年
一
二
月
）
、

エ
ッ
セ
イ
集
『
ペ
ン
で
征
く
』（
日
本
放
送
出
版
協
会
、

一
九
四
二
年
一
二
月
）
で

あ
る
。
敗
戦
後
は
南
方
体
験
を
も
と
に
創
作
し
た
作
品
が
ほ
と
ん
ど
な
い

た
め
か
、
海
野
の
南
方
徴
用
に
関
す
る
研
究
は
ま
だ
十
分
な
さ
れ
て
い
な

い
の
が
現
状
で
あ
り
、
現
時
点
で
見
ら
れ
る
の
は
吉
川
麻
里
氏
の
「
海
野

十
三
の
南
方
徴
用
体
験

―
科
学
力
の
罠
」（
木
村
一
信
、
神
谷
忠
孝
『
南
方

徴
用
作
家

戦
争
と
文
学
』
世
界
思
想
社
、
一
九
九
六
年
三
月
）
の
み
で
あ
る
。

吉
川
は
「
あ
ま
り
に
過
酷
で
重
い
現
実
が
小
説
家
海
野
の
科
学
者
と
し

て
の
顔
を
切
り
裂
い
た
の
で
あ
る
。
彼
は
科
学
者
で
あ
る
以
上
に
愛
国
者

で
あ
っ
た
」

と
指
摘
し
て
い
る
。
だ
が
、
海
野
の
徴
用
前
の
思
想
、
南

(1)

方
滞
在
中
の
出
来
事
が
作
品
の
中
で
ど
う
反
映
さ
れ
て
い
る
か
、
そ
し
て

戦
後
の
作
品
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
な
ど
の
問
題
は
依
然
と

し
て
残
る
。
本
論
文
は
徴
用
中
に
海
野
が
書
い
た
『
赤
道
南
下
』
と
『
ペ

海
野
十
三
に
お
け
る
南
方
体
験

―
科
学
小
説
を
視
座
と
し
て

―尹

小

娟

Y
I
N

X
ia

o
j
u
a
n

ン
で
征
く
』
だ
け
で
は
な
く
、
戦
前
の
作
品
と
戦
後
の
作
品
を
も
視
野
に

入
れ
て
、
そ
れ
ら
の
作
品
群
を
辿
り
な
が
ら
、
海
野
十
三
の
南
方
体
験
の

意
味
と
海
野
文
学
に
お
け
る
位
置
付
け
を
探
っ
て
み
た
い
。

二

科
学
者
と
愛
国
者
、
二
つ
の
顔
か
ら
見
る
戦
争

一
八
九
七
年
、
海
野
は
徳
島
県
の
藩
医
の
家
に
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。

父
の
仕
事
の
関
係
で
転
居
し
た
先
で
神
戸
一
中
に
進
み
、
早
稲
田
大
学
で

無
線
電
信
学
を
学
び
、
卒
業
後
は
逓
信
省
電
務
局
電
気
試
験
所
で
真
空
管

の
研
究
を
し
て
い
た
。
一
九
二
〇
年
代
後
半
か
ら
作
家
と
し
て
活
動
し
始

め
た
海
野
は
科
学
者
と
し
て
の
知
識
に
裏
打
ち
さ
れ
た
軍
事
小
説
で
人
気

を
博
し
、
軍
と
の
つ
な
が
り
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
海
軍
の
作
家
徴
用
の

母
体
と
な
る
海
軍
外
郭
団
体
の
く
ろ
が
ね
会
と
深
く
関
わ
る
よ
う
に
な

る
。
一
九
四
一
年
八
月
一
七
日
の
「
東
京
朝
日
新
聞
朝
刊
」
に
「
く
ろ
が

ね
会
愈
発
足
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
次
の
よ
う
な
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。

海
の
護
り
、
海
洋
知
識
の
普
及
徹
底
が
叫
ば
れ
て
ゐ
る
折
柄
、
大

下
宇
陀
児
、
海
野
十
三
氏
ら
が
音
頭
を
と
つ
て
大
衆
と
密
接
な
接
触

を
も
つ
作
家
の
間
に
「
く
ろ
が
ね
会
」
が
設
立
さ
れ
、
十
六
日
午
後

五
時
半
か
ら
赤
坂
幸
楽
で
設
立
経
過
報
告
会
が
開
か
れ
た
。

同
夜
は
海
防
義
会
の
上
田
海
軍
中
将
海
軍
省
田
代
中
佐
を
は
じ
め

作
家
お
よ
び
関
係
者
約
四
十
名
が
参
集
、
差
し
当
り
来
月
十
日
盛
大

に
結
成
式
を
挙
行
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。
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く
ろ
が
ね
会
の
活
動
に
関
し
て
、
今
の
と
こ
ろ
確
認
で
き
る
の
は
、「
海

軍
報
道
班
作
家
前
線
記
録
」
と
い
う
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
博
文
館
か
ら
出
版

さ
れ
た
『
進
撃
』（
一
九
四
二
年
一
二
月
）
と
『
闘
魂
』（
一
九
四
三
年
二
月
）
の

ほ
か
、
月
刊
誌
「
く
ろ
が
ね
会
叢
書
」
の
編
纂
刊
行
が
あ
る
。
『
進
撃
』

に
海
野
の
「
南
海
戦
塵
日
記
」
、
『
闘
魂
』
に
は
「
こ
の
目
で
見
た
海
鷲
の

強
さ
」
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
「
く
ろ
が
ね
会
叢
書
」
は
合
計
で

二
七
輯
が
発
行
さ
れ
た
が
、
国
内
の
図
書
館
で
も
所
蔵
は
数
え
る
ほ
ど
で

あ
り
、
全
二
七
輯
の
全
貌
を
把
握
す
る
の
が
難
し
い
。
現
時
点
で
確
認
で

き
る
の
は
第
五
、
十
、
一
二
、
一
三
、
一
四
、
一
五
、
一
七
、
一
九
、
二

〇
、
二
一
、
二
二
、
二
三
、
二
六
と
二
七
輯
で
あ
り
、
そ
の
中
で
、
海
野

の
作
品
は
第
十
輯
（
一
九
四
三
年
十
月
）
に
「
不
思
議
な
黄
嬢
」
、
第
二
七
輯

に
奇
想
・
科
学
小
説
輯
と
し
て
「
見
え
ざ
る
敵
」「
軍
用
鮫
」「
時
間
器
械
」

「
ス
パ
イ
学
校
の
卒
業
試
験
」
「
特
許
多
腕
人
間
方
式
」
と
「
第
四
次
元

の
男
」
と
い
う
六
篇
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
「
く
ろ
が
ね
会
叢
書
」
巻
頭

で
「
本
書
は
海
軍
省
恤
兵
部
及
び
報
道
部
の
直
接
指
導
の
下
に
、
海
軍
省

外
郭
団
体
「
く
ろ
が
ね
会
」
の
編
纂
し
た
前
線
読
物
で
す
。
皆
様
の
戦
陣

の
余
暇
を
幾
分
で
も
御
慰
め
出
来
れ
ば
誠
に
幸
甚
で
す
」
と
書
い
て
あ
り
、

ま
た
表
紙
に
「
海
軍
軍
用
図
書

海
軍
部
外
持
出
厳
禁

不
許
部
外
配
布

閲
読
」
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
海
軍
内
部
の
雑
誌
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か

る
。さ

ら
に
、
南
方
よ
り
帰
還
後
の
一
九
四
三
年
末
、
海
野
の
主
導
の
も
と

で
、
海
軍
報
道
班
文
学
挺
身
隊
が
結
成
さ
れ
、
「
く
ろ
が
ね
会
」
と
提
携

し
て
、
「
戦
友
愛
に
基
く
同
志
的
結
合
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
」
の
下
に
、
海
軍

の
要
請
に
応
え
て
文
学
の
分
野
で
協
力
し
た
。
こ
こ
で
海
野
は
従
軍
報
道

に
対
し
て
多
分
に
意
欲
的
な
姿
勢
を
見
せ
て
い
る
。
一
九
四
一
年
秋
、
海

野
の
と
こ
ろ
に
徴
用
令
書
の
「
白
紙
」
が
や
っ
て
き
た
。
『
軍
艦
旗
の
下

に
』（
偕
成
社
、

一
九
四
三
年
一
一
月
）
で
海
野
は
そ
の
時
の
心
情
を
次
の
よ
う

に
回
想
し
て
い
る
。

あ
あ
、
ず
い
ぶ
ん
待
っ
た
。
し
か
し
待
っ
た
か
い
が
あ
っ
た
。
私
の

よ
う
な
作
家
も
召
さ
れ
た
の
だ
。
そ
し
て
戦
地
へ
や
っ
て
く
だ
さ
る

の
だ
。
海
軍
の
一
員
と
し
て
、
勇
ま
し
く
出
陣
す
る
光
栄
の
日
が
、

つ
い
に
ほ
ん
と
う
に
来
た
の
だ
。
私
は
、
白
紙
を
う
や
う
や
し
く
お

し
い
た
だ
い
て
、
家
内
と
い
っ
し
ょ
に
座
り
な
お
し
、
は
る
か
に
皇

居
の
方
に
む
か
い
、
感
激
の
涙
と
と
も
に
、
う
や
う
や
し
く
お
じ
ぎ

を
い
た
し
ま
し
た
。
(2)

徴
用
さ
れ
る
こ
と
へ
の
感
謝
と
光
栄
の
気
持
ち
は
、
上
記
の
よ
う
な
公

に
出
版
さ
れ
た
作
品
に
見
ら
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
徴
用
中
の
妻
宛
て
の

書
簡
に
も
繰
り
返
し
現
わ
れ
る
。
一
九
四
二
年
一
月
一
日
、
海
野
は
東
京

駅
を
出
発
し
、
四
日
付
け
の
手
紙
の
中
で
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

き
の
う
も
満
員
電
車
の
中
で
思
っ
た
こ
と
だ
が
、
私
よ
り
も
若
い
人

が
た
く
さ
ん
乗
っ
て
い
た
。
ま
た
、
立
派
な
紳
士
も
い
た
。
こ
の
多

く
の
人
た
ち
に
先
ん
じ
て
私
が
択
ば
れ
、
第
一
線
に
派
遣
さ
れ
る
と

い
う
こ
と
の
如
何
に
光
栄
に
し
て
、責
任
重
大
な
る
か
を
痛
感
し
た
。

家
門
の
誉
と
は
、
こ
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。（
中
略
）
祖
先
の
血
は
、
今

私
の
脈
管
に
沸
々
と
し
て
溢
れ
、
た
ぎ
り
つ
つ
あ
る
。
上
、
陛
下
の
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御
楯
と
し
て
、
又
下
っ
て
は
何
百
人
何
千
人
、
否
、
何
万
人
と
い
う

多
く
の
国
民
の
楯
と
な
っ
て
征
く
身
は
蓋
し
、誉
の
一
字
に
尽
き
る
。

今
こ
そ
武
士
の
裔
ら
し
く
戦
っ
て
く
る
ぞ
。
(3)

以
前
か
ら
海
軍
戦
争
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
た
海
野
は
徴
用
を
光
栄

と
受
け
止
め
て
お
り
、
こ
こ
に
は
愛
国
者
と
し
て
の
姿
が
読
み
取
れ
る
。

一
方
、
科
学
研
究
者
と
い
う
経
歴
を
持
ち
、
科
学
小
説
家
と
し
て
作
家

の
活
動
を
始
め
た
海
野
は
、
科
学
力
の
重
要
性
を
様
々
な
場
面
で
強
調
し

て
い
る
。
『
地
球
盗
難
』
の
「
作
者
の
言
葉
」（
ラ
ジ
オ
科
学
社
、
一
九
三
七
年

四
月
）
で
、
科
学
力
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

国
際
関
係
は
い
よ
い
よ
先
鋭
化
し
、
そ
の
国
の
科
学
発
達
の
程
度
如

何
に
よ
っ
て
そ
の
国
の
安
全
如
何
が
直
接
露
骨
に
判
断
さ
れ
る
と
い

う
驚
く
べ
く
ま
た
恐
る
べ
き
科
学
力
時
代
を
迎
え
る
に
至
っ
た
。（
中

略
）
世
界
列
国
は
今
や
国
防
科
学
の
競
争
に
必
死
で
あ
り
、
し
か
も

そ
の
内
容
は
絶
対
秘
密
に
保
た
れ
て
あ
る
。
い
よ
い
よ
戦
争
の
蓋
を

あ
け
て
み
る
と
、
い
か
に
意
外
な
新
科
学
兵
器
が
飛
び
出
し
て
く
る

か
、
実
に
恐
ろ
し
い
こ
と
で
あ
る
。
開
戦
と
同
時
に
、
戦
争
当
時
国

は
手
の
裡
に
あ
る
新
兵
器
を
チ
ラ
リ
と
見
せ
合
っ
た
だ
け
で
、
瞬
時

に
勝
負
の
帰
趨
が
明
か
と
な
り
即
時
休
戦
状
態
と
な
る
の
か
も
し
れ

な
い
。
(4)

戦
争
は
科
学
力
次
第
だ
と
い
う
海
野
の
当
時
の
主
張
が
読
み
取
れ
る
。

ま
た
、
一
九
三
七
年
開
催
さ
れ
た
「
科
学
者
ば
か
り
の
未
来
戦
争
座
談
会
」

（
『
新
青
年
』
一
九
三
七
年
八
月
号
）
で
、
海
野
は
司
会
者
と
し
て
、
未
来
の
戦

争
、
新
兵
器
な
ど
の
話
題
を
め
ぐ
っ
て
五
人
の
各
分
野
の
博
士
と
議
論
し

た
。
新
兵
器
に
関
し
て
海
野
は
「
だ
か
ら
結
局
そ
う
い
う
新
し
い
兵
器
が

一
つ
あ
れ
ば
勝
ち
で
す
ね
」
と
言
っ
て
い
る
。
戦
争
の
勝
負
、
あ
る
い
は

国
家
の
未
来
を
科
学
力
に
託
す
こ
う
し
た
主
張
は
、
彼
の
徴
用
前
の
少
年

向
け
科
学
小
説
「
浮
か
ぶ
飛
行
島
」（
『
少
年
倶
楽
部
』
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
、

一
九
三
八
年
一
月
～
一
二
月
）
、
「
太
平
洋
魔
城
」（
『
少
年
倶
楽
部
』
大
日
本
雄
弁
会

講
談
社
、
一
九
三
九
年
一
月
～
一
二
月
）
や
「
地
球
要
塞
」（
『
譚
海
』
一
九
四
〇
年

八
月
～
一
九
四
一
年
二
月
）
を
貫
い
て
い
る
主
題
で
も
あ
る
。

こ
こ
で
一
つ
の
問
題
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
こ
れ
ほ
ど
科
学
力
の

重
要
性
を
訴
え
る
海
野
は
、
当
時
の
日
本
の
科
学
力
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
た
の
か
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
「
浮
か
ぶ
飛
行
島
」
、
「
太
平
洋

魔
城
」
と
「
地
球
要
塞
」
と
い
う
三
つ
の
作
品
で
は
、
い
ず
れ
も
新
し
い

技
術
を
持
つ
の
は
他
の
国
、
あ
る
い
は
地
球
外
の
生
物
で
あ
り
、
日
本
は

攻
撃
の
対
象
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
日
本
は
敵
か
ら

の
攻
撃
を
防
御
す
る
側
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
設
定
は
も
ち
ろ
ん
戦
時
中

の
日
本
が
主
張
し
て
い
た
「
自
衛
の
た
め
の
戦
争
」
と
い
う
考
え
方
に
重

な
っ
て
い
る
が
、
科
学
研
究
の
経
歴
を
も
っ
て
い
る
海
野
が
、
日
本
の
科

学
力
の
後
進
性
に
あ
る
程
度
自
覚
的
で
あ
っ
た
こ
と
も
理
由
と
し
て
考
え

ら
れ
る
。
例
え
ば
「
太
平
洋
魔
城
」
で
、
ソ
連
の
共
産
党
太
平
洋
委
員
長

ケ
レ
ン
コ
が
日
本
を
攻
撃
す
る
理
由
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

わ
れ
わ
れ
は
日
本
を
の
っ
取
る
た
め
に
、
お
ど
ろ
く
べ
き
熱
心
さ
で

長
い
間
共
産
主
義
の
思
想
を
ふ
き
こ
ん
で
来
た
。
が
、
無
駄
で
あ
っ
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た
。
君
等
の
い
う
日
本
精
神
は
、
び
く
と
も
せ
ず
、
こ
の
方
法
に
よ

る
わ
れ
わ
れ
の
計
画
は
、
完
全
に
失
敗
し
て
し
ま
っ
た
。
や
は
り
、

武
力
戦
よ
り
ほ
か
は
な
い
。
(5)

日
本
人
の
精
神
が
あ
ま
り
強
い
た
め
に
、
武
力
で
攻
撃
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
ソ
連
の
長
官
の
口
を
借
り
て
、
海
野
は
日
本
精
神
を
称
賛

し
て
い
る
。
し
か
し
、
武
力
戦
と
な
る
と
、
海
底
要
塞
を
持
ち
、
し
か
も

恐
ろ
し
い
新
兵
器
で
武
装
し
て
い
る
ソ
連
に
対
し
て
、
日
本
に
は
勝
ち
目

が
な
い
。
結
局
、
主
人
公
と
仲
間
た
ち
が
石
油
を
利
用
し
、
大
爆
発
を
引

き
起
こ
し
て
海
底
要
塞
を
破
壊
し
、
日
本
を
守
る
こ
と
に
成
功
す
る
。
こ

の
よ
う
に
、
日
本
の
危
機
の
回
避
は
科
学
力
で
は
な
く
、
主
人
公
た
ち
の

機
転
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
。
海
野
は
小
説
の
結
末
で
次
の
よ
う
に
書
い
て

い
る
。日

本
の
将
兵
は
つ
よ
い
。
軍
艦
も
す
ば
ら
し
い
。
し
か
し
、
こ
れ
だ

け
で
は
十
分
で
な
い
時
代
と
な
っ
た
。
太
平
洋
の
平
和
を
永
久
に
た

も
つ
に
は
、
ど
う
し
て
も
正
義
の
国
日
本
が
、
今
ま
で
に
な
い
科
学

兵
器
を
発
明
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
(6)

ま
た
、
『
浮
か
ぶ
飛
行
島
』（
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
、

一
九
三
九
年
一
月
）
の

「
作
者
の
言
葉
」
に
お
い
て
も
、
将
兵
の
精
神
よ
り
科
学
力
の
重
要
性
を

強
調
し
て
い
る
。

科
学
力
が
す
ぐ
れ
て
ゐ
な
け
れ
ば
、
ど
ん
な
に
立
派
な
大
和
魂
が
あ

つ
て
も
、
ど
ん
な
に
大
き
な
経
済
力
が
あ
つ
て
も
、
こ
れ
か
ら
の
戦

争
に
は
勝
て
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
私
は
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
人
で
あ

る
皆
さ
ん
方
に
よ
く
お
願
ひ
し
て
お
き
ま
す
。
ど
う
か
こ
の
作
中
に

あ
ら
は
れ
る
浮
か
ぶ
飛
行
島
よ
り
も
、
も
つ
と
〳
〵
立
派
な
科
学
兵

器
を
皆
さ
ん
の
手
で
造
つ
て
下
さ
い
。
(7)

戦
争
に
勝
つ
た
め
に
は
精
神
の
強
さ
よ
り
科
学
力
だ
と
い
う
、
海
野
の

戦
前
の
主
張
が
こ
こ
で
も
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
愛
国
者
と
科
学
者
と
い
う
二
つ
の
顔
を
持
ち
な
が
ら
、
一
九

四
二
年
一
月
海
野
は
南
方
へ
発
っ
た
。
そ
れ
ま
で
戦
争
に
関
す
る
作
品
を

多
数
書
い
て
い
た
海
野
は
実
際
の
戦
場
で
何
を
見
、
何
を
感
じ
た
の
だ
ろ

う
。

三

徴
用
中
に
お
け
る
分
裂

海
野
は
徴
用
令
書
を
受
け
取
っ
た
時
、
光
栄
の
気
持
ち
を
抱
く
と
と
も

に
、
「
征
け
ば
再
び
帰
る
ま
い
と
覚
悟
を
決
め
」

た
と
い
う
。
こ
う
し
た

(8)

覚
悟
の
上
で
、
海
野
は
体
調
不
良
の
中
二
十
四
篇
五
百
六
十
枚
に
達
す
る

報
道
文
を
書
い
て
大
本
営
海
軍
報
道
部
へ
送
っ
た
。
ま
た
、
帰
還
後
間

も
な
く
、
海
軍
報
道
班
員
の
具
体
的
な
仕
事
に
つ
い
て
、
こ
れ
か
ら
戦

地
へ
出
発
す
る
徴
用
作
家
の
参
考
た
め
に
、
「
報
道
班
員
の
作
家
」（
「
く

ろ
が
ね
会
」
一
九
四
二
年
七
月
）
を
書
い
た
。
海
軍
従
軍
作
家
の
仕
事
は
「
特

別
陸
戦
隊
に
つ
い
て
い
て
攻
略
戦
や
掃
蕩
戦
に
出
た
こ
と
と
、
軍
艦
に

の
っ
て
い
て
出
撃
し
た
こ
と
と
、
占
領
地
に
い
て
掃
蕩
戦
や
防
衛
戦
を
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や
っ
て
い
た
こ
と
」

と
述
べ
、
ま
た
「
作
家
た
る
も
の
は
、
帰
還
後
ゆ

(9)

っ
く
り
小
説
化
す
る
等
の
こ
と
に
よ
っ
て
任
務
を
果
た
せ
ば
い
い
、
と

い
う
考
え
だ
け
で
は
足
り
な
い
の
で
あ
っ
て
、
出
来
る
だ
け
速
か
に
、

報
道
文
そ
の
他
を
以
て
自
分
の
読
者
に
呼
び
か
け
、
こ
れ
を
国
策
に
向

っ
て
奮
い
立
た
し
め
る
こ
と
が
、
報
道
班
員
と
し
て
の
一
つ
の
重
大
な

る
仕
事
な
の
で
あ
る
」

と
書
い
て
い
る
。
実
際
に
、
南
方
徴
用
中
の
海

(10)

野
は
艦
内
で
海
軍
兵
士
と
一
緒
に
生
活
し
、
一
緒
に
戦
地
に
入
り
前
線
の

様
子
を
自
分
の
目
で
見
て
作
品
の
中
に
書
い
て
い
る
。

一
九
四
二
年
一
月
二
三
日
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
陸
軍
と
激
し
い
戦
闘
が

行
わ
れ
、
海
野
は
海
軍
兵
士
に
守
ら
れ
て
カ
ビ
エ
ン
に
上
陸
し
た
。
か
な

り
短
い
時
間
で
上
陸
に
成
功
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
海
野
は
「
豪
州
軍
の

弱
さ
」

を
あ
ら
た
め
て
確
認
し
、
上
陸
後
、
島
民
た
ち
が
「
ニ
ッ
ポ
ン
、

(11)

バ
ン
ザ
ー
イ
」
と
叫
び
な
が
ら
、
日
本
軍
を
歓
迎
す
る
光
景
を
目
に
す
る
。

こ
う
し
た
経
験
は
、
海
野
に
日
本
の
勝
利
を
確
信
さ
せ
た
。
二
月
六
日
に

妻
へ
の
手
紙
の
中
で
「
戦
況
は
、
だ
ん
ぜ
ん
皇
軍
の
勝
ち
で
、
敵
は
ゲ
リ

ラ
戦
を
大
仕
か
け
に
や
る
く
ら
い
に
止
っ
て
い
ま
す
」

と
書
い
て
、
日

(12)

本
の
軍
事
力
に
多
大
の
信
頼
を
寄
せ
て
い
る
。

南
進
に
つ
い
て
も
、
当
時
の
海
野
は
「
南
進
と
は
、
〇
〇
を
占
領
し
、

〇
〇
諸
島
を
制
圧
し
、
そ
し
て
鯨
の
海
、
南
極
に
達
し
た
と
き
に
、
初
め

て
南
進
し
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
ラ
バ
ウ
ル
に
来
た
こ
と
は
、
よ

う
や
く
地
球
の
真
中
に
顔
を
出
し
た
と
い
う
だ
け
の
こ
と
で
、
こ
れ
を
南

進
と
い
う
の
は
あ
た
ら
な
い
ぞ
」

と
述
べ
て
、
南
方
進
出
の
野
心
を
示

(13)

し
て
い
る
。
「
ビ
ス
マ
ル
ク
諸
島
攻
略
記
」
に
お
け
る
あ
る
司
令
官
の
言

葉
は
、
こ
の
野
心
を
実
現
す
る
た
め
に
は
科
学
力
が
不
可
欠
で
あ
る
と
い

う
海
野
の
思
想
を
代
弁
し
た
も
の
と
い
え
る
。

こ
れ
か
ら
の
日
本
人
は
、
大
い
に
勉
強
し
て
常
識
を
持
た
ね
ば
な
ら

ぬ
。
殊
に
、
高
度
の
科
学
知
識
を
持
つ
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
初
め
て
こ
の
資
源
は
日
本
人
の
も
の
に

な
る
こ
と
を
約
束
さ
れ
る
の
だ
。
そ
し
て
日
本
人
の
知
識
の
水
準
が

全
体
に
高
ま
れ
ば
、
そ
こ
に
初
め
て
多
民
族
の
指
導
者
と
し
て
の
実

力
が
備
わ
っ
て
く
る
わ
け
だ
。
大
い
に
科
学
知
識
を
取
り
入
れ
て
貰

わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
(14)

し
か
し
な
が
ら
、三
月
末
か
ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
機
に
入
れ
替
わ
っ
て
、

「
空
の
要
塞
」
と
呼
ば
れ
る
ボ
ー
イ
ン
グ
Ｂ
―

型
の
超
重
爆
撃
機
を
持

17

つ
ア
メ
リ
カ
軍
が
攻
撃
し
て
き
た
。
従
来
新
兵
器
に
興
味
を
持
っ
て
い
た

海
野
は
こ
の
「
空
の
要
塞
」
を
よ
く
知
っ
て
お
り
、
報
道
文
「
こ
の
眼
で

見
た
海
鷲
の
強
さ
」（
『
新
青
年
』
一
九
四
二
年
七
月
）
で
こ
の
新
兵
器
を
次
の

よ
う
に
紹
介
し
て
い
る
。

「
空
の
要
塞
」
は
、
米
国
軍
と
し
て
は
安
全
こ
の
上
な
い
不
撃
墜
機

と
し
て
自
慢
の
も
の
で
あ
っ
た
。
と
い
う
こ
と
は
、
い
く
ら
機
銃
で

撃
た
れ
て
も
、
機
体
に
孔
が
で
き
な
い
。
普
通
は
ガ
ソ
リ
ン
槽
を
撃

た
れ
る
と
孔
が
あ
い
て
ガ
ソ
リ
ン
が
漏
れ
は
じ
め
る
。
そ
れ
に
引
火

し
て
飛
行
機
は
火
達
麿
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
「
空
の
要
塞
」
の
ガ

ソ
リ
ン
槽
は
機
銃
で
撃
た
れ
る
と
、
も
ち
ろ
ん
機
銃
弾
は
ガ
ソ
リ
ン

槽
を
撃
ち
貫
く
が
、
弾
が
そ
の
槽
の
壁
体
を
貫
通
し
終
る
と
途
端
に
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そ
の
孔
が
内
側
か
ら
ぴ
た
り
と
ふ
さ
が
っ
て
し
ま
う
。
そ
う
い
う
仕

掛
に
な
っ
て
い
る
。
(15)

敵
軍
の
新
兵
器
を
こ
こ
ま
で
詳
し
く
描
く
こ
と
か
ら
も
、
海
野
の
軍
事

と
科
学
に
対
す
る
情
熱
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
空

の
要
塞
」
を
、
作
中
で
日
本
の
海
鷲
は
撃
墜
す
る
。

と
こ
ろ
が
、
わ
が
海
鷲
は
こ
れ
に
追
い
つ
い
て
、
ち
ゃ
ん
と
撃
墜

し
た
。
一
度
や
二
度
で
な
い
。
追
い
つ
い
た
が
最
後
、
毎
回
ち
ゃ
ん

と
撃
ち
落
と
し
て
い
る
。
敵
の
方
で
は
、
そ
ん
な
筈
は
な
い
が
と
首

を
ひ
ね
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
事
実
じ
ゃ
ん
じ
ゃ
ん
と
「
空

の
要
塞
」
は
撃
墜
せ
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
敵
の
基
地
に
帰
っ
て
く
る

数
は
減
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

わ
が
海
鷲
勇
士
の
猛
攻
ぶ
り
は
も
の
す
ご
い
。
一
度
で
い
か
な
け

れ
ば
、
敵
の
機
銃
弾
の
雨
下
集
中
を
も
の
と
も
せ
ず
、
な
お
も
喰
い

下
が
っ
て
、
二
撃
三
撃
と
加
え
、
必
ず
墜
し
て
い
る
。「
空
の
要
塞
」

の
下
か
ら
〇
回
機
銃
弾
で
突
き
上
げ
て
、
こ
れ
を
撃
墜
し
た
と
い
う

念
の
入
っ
た
功
名
談
も
あ
る
。
こ
う
し
て
ラ
バ
ウ
ル
来
襲
の
敵
機
は
、

わ
が
海
鷲
に
追
い
か
け
ら
れ
、
大
体
十
七
分
後
か
ら
四
十
分
後
ま
で

の
間
に
撃
墜
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
(16)

日
本
側
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
新
戦
略
を
と
り
、
ど
の
よ
う
な
新
技

術
を
利
用
し
て
撃
墜
し
た
の
か
に
関
す
る
記
述
は
非
常
に
曖
昧
で
あ
り
、

そ
れ
に
代
わ
っ
て
兵
士
た
ち
の
「
猛
攻
ぶ
り
」
を
強
調
し
、
ま
る
で
こ
う

し
た
精
神
上
の
強
さ
で
敵
の
新
兵
器
「
空
の
要
塞
」
を
撃
墜
し
た
か
の
よ

う
に
記
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
発
言
は
、
一
九
四
三
年
七
月
く
ろ
が
ね
会
が
編
集
し
た
『
日

本
海
軍
の
話
』（
四
方
木
書
房
、
一
九
四
三
年
七
月
）
で
の
発
言
と
一
致
し
て
い

る
。

で
は
そ
ん
な
に
も
日
本
の
飛
行
機
は
す
ぐ
れ
て
ゐ
る
の
か
と
い
ふ
と

さ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
英
国
の
「
ス
ピ
ッ
ト
フ
ァ
イ
ヤ
ー
」
米
国

の
「
Ｐ
三
九
」
な
ど
と
来
て
は
そ
れ
こ
そ
立
派
な
も
の
で
、
そ
ん
な

も
の
に
比
べ
た
ら
海
軍
の
〇
〇
戦
闘
機
に
し
て
も
、
陸
軍
の
隼
号
な

ど
に
し
て
も
、
戦
に
は
勝
つ
て
ゐ
ま
す
が
、
英
国
の
や
米
国
の
に
く

ら
べ
て
は
決
し
て
勝
れ
て
は
居
な
い
の
で
す
。
そ
れ
だ
の
に
、
ど
う

し
て
さ
う
わ
け
な
く
勝
つ
の
か
と
い
ふ
の
に
、
そ
れ
が
前
に
も
い
つ

た
や
う
に
日
本
人
と
し
て
の
乗
つ
て
ゐ
る
人
の
気
力
と
腕
前
が
非
常

に
す
ぐ
れ
て
ゐ
る
か
ら
な
の
で
あ
り
ま
す
。
日
本
人
が
世
界
の
人
種

の
中
で
一
番
戦
闘
機
の
空
戦
に
好
い
と
言
ふ
こ
と
が
今
度
の
戦
争
で

証
明
さ
れ
た
こ
と
は
実
に
将
来
の
日
本
の
た
め
愉
快
な
こ
と
で
は
あ

り
ま
す
。
(17)

『
日
本
海
軍
の
話
』
の
「
海
軍
の
訓
練
」
と
い
う
章
の
中
で
、
海
軍
兵

士
た
ち
の
訓
練
の
厳
し
さ
、
そ
し
て
何
よ
り
も
海
軍
精
神
、
い
わ
ゆ
る
「
心

の
訓
練
」
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。
海
野
は
そ
の
他
多
く
の
報
道
文

の
中
で
、
日
本
兵
士
の
辛
抱
強
さ
に
繰
り
返
し
言
及
し
て
い
る
。
「
ペ
ン

で
征
く
南
方
戦
線
」（
『
東
京
日
々
』
一
九
四
二
年
五
月
二
二
日
）
の
「
世
界
一
の
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我
慢
強
さ
」
と
い
う
節
で
は
、
艦
内
生
活
の
猛
烈
な
暑
さ
、
ま
ず
い
食
事
、

不
眠
、
皮
膚
病
な
ど
の
過
酷
な
日
常
が
描
か
れ
、
兵
士
た
ち
に
と
っ
て
闘

う
べ
き
も
の
は
敵
兵
だ
け
で
は
な
い
と
述
べ
、
結
末
で
「
結
局
実
際
に
は
、

忠
誠
な
る
日
本
人
の
持
つ
世
界
無
比
の
辛
抱
づ
よ
さ
が
、
常
に
最
後
の
勝

利
を
掴
む
の
だ
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
」

と
い
う
。
従
軍
日
記
『
赤

(18)

道
南
下
』（
一
九
四
二
年
一
二
月
）
に
も
「
こ
の
辛
抱
強
さ
と
謙
虚
さ
に
よ
っ

て
、
帝
国
海
軍
は
遂
に
勝
っ
た
の
だ
。
」

と
科
学
者
と
し
て
の
立
場
を
捨

(19)

て
て
、
精
神
主
義
に
走
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
発
言
が
あ
る
。
こ
の
時
期

に
、
海
野
の
科
学
者
と
愛
国
者
と
い
う
二
つ
の
面
の
調
和
が
崩
れ
始
め
た

と
言
え
る
だ
ろ
う
。

愛
国
者
と
し
て
の
海
野
は
日
本
の
勝
利
を
信
じ
込
ん
で
い
た
だ
け
で
は

な
く
、
「
黒
色
の
新
皇
民
と
宣
撫
の
問
題
」（
『
大
洋
』
一
九
四
二
年
七
月
）
で

宣
撫
の
重
要
性
と
緊
急
性
に
つ
い
て
も
強
調
し
て
い
る
。
「
黒
色
の
新
皇

民
と
宣
撫
の
問
題
」
の
中
で
海
野
は
、
原
住
民
た
ち
が
英
人
宣
教
師
に
対

し
て
大
な
る
畏
敬
の
念
を
払
う
こ
と
を
指
摘
し
、
原
住
民
た
ち
の
心
を
捕

ま
え
る
た
め
に
、
宗
教
は
一
つ
の
利
器
と
な
る
と
主
張
す
る
。
も
し
英
人

教
会
と
英
人
宣
教
師
と
に
代
わ
っ
て
、
日
本
か
ら
宗
教
団
体
が
行
っ
て
宣

撫
の
仕
事
を
す
る
と
し
た
ら
、
ど
の
宗
教
が
い
い
か
と
い
う
問
題
に
対
し

て
、
海
野
は
「
仏
教
か
天
理
教
か
、
そ
れ
と
も
回
々
教
か
、
日
本
キ
リ
ス

ト
教
か
」

と
考
え
を
め
ぐ
ら
せ
る
。
ま
た
、
原
住
民
た
ち
に
以
前
よ
り

(20)

幸
せ
だ
と
感
じ
さ
せ
る
た
め
に
、
「
日
本
に
於
け
る
あ
ら
ゆ
る
文
化
力
を

動
員
し
て
、
彼
等
を
し
て
驚
異
の
眼
を
瞠
ら
し
め
ね
ば
な
ら
な
い
」

と
(21)

考
え
る
。
こ
の
「
文
化
力
」
を
示
す
た
め
に
具
体
的
に
や
る
べ
き
こ
と
と

し
て
、
海
野
は
様
々
な
提
案
を
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
彼
等
の
部
落
を
電

化
し
て
や
る
こ
と
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
製
造
機
械
を
与
え
る
こ
と
、
ま

た
能
狂
言
と
か
紙
芝
居
の
よ
う
な
簡
単
な
見
世
物
を
見
せ
る
こ
と
、
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
と
テ
ニ
ス
を
教
え
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

原
住
民
た
ち
は
現
在
日
本
軍
を
信
頼
し
て
軍
政
に
協
力
し
て
い
る
が
、

近
い
将
来
に
お
い
て
、
本
当
に
彼
等
は
日
本
の
新
皇
民
と
な
る
の
だ
ろ
う

か
。
あ
る
い
は
失
望
し
て
、
昔
の
英
人
の
政
治
を
懐
か
し
が
る
か
も
し
れ

な
い
。
一
日
で
も
早
く
原
住
民
の
信
頼
を
得
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
海

野
は
こ
れ
ら
の
提
案
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
仏
教
や
回
々
教

な
ど
本
来
ま
っ
た
く
相
容
れ
な
い
宗
教
を
同
列
に
並
べ
、
ま
た
「
文
化
力
」

と
し
て
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
や
テ
ニ
ス
を
挙
げ
る
こ
の
文
章
に
、
合
理
性
を
求

め
る
科
学
者
と
し
て
の
海
野
姿
を
見
出
す
こ
と
は
到
底
不
可
能
で
あ
ろ

う
。そ

れ
と
ほ
ぼ
同
じ
時
期
、
海
野
は
本
名
の
佐
野
昌
一
の
名
義
で
「
南
太

平
洋
科
学
風
土
記
」（
『
科
学
知
識
』
一
九
四
三
年
四
月
号
～
五
月
号
）
を
連
載
し

た
。
「
は
し
が
き
」
で
海
野
は
「
題
し
て
南
太
平
洋
科
学
風
土
記
と
い
ふ

が
、
実
は
私
が
報
道
班
員
と
し
て
南
太
平
洋
に
勤
務
し
て
ゐ
た
時
に
見
聞

し
た
あ
ち
ら
の
事
情
を
、
科
学
の
目
を
通
じ
て
思
ひ
出
す
ま
ま
に
く
り
拡

げ
よ
う
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
余
り
戦
闘
や
作
戦
と
は
関
係
の
な
い
至
極
の

ん
び
り
し
た
も
の
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
れ
は
戦
闘
報
道
記
で
は

な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
つ
も
り
で
お
読
み
捨
て
願
ひ
た
い
」

と
述

(22)

べ
て
い
る
。
こ
の
作
品
の
各
章
の
章
題
「
船
酔
ひ
」
「
海
の
色
」
「
船
と
暑

さ
」
「
船
と
風
呂
」
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
南
方
の
自
然
や
慣
習
を
科

学
者
の
目
で
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
掲
載
誌
『
科
学
知
識
』
の

科
学
専
門
誌
と
い
う
性
質
に
も
関
わ
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
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海
野
が
こ
の
作
品
の
み
、
本
名
で
発
表
し
て
い
る
点
を
見
逃
す
べ
き
で
は

な
い
。
同
時
期
に
発
表
し
た
報
道
文
が
全
て
海
野
十
三
名
義
で
あ
る
こ
と

と
あ
わ
せ
て
考
え
る
と
、
彼
は
作
品
を
創
作
す
る
際
に
、
意
識
的
に
こ
の

二
つ
の
顔
を
使
い
分
け
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
冷
静
に
物
事
を
捉

え
て
合
理
性
を
求
め
る
科
学
者
の
佐
野
昌
一
と
、
戦
争
へ
と
突
き
進
ん
で

行
っ
た
日
本
を
愛
し
日
本
の
勝
利
を
願
っ
て
い
る
一
国
民
の
海
野
十
三
が

い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
の
新
武
器
を
そ
の
目
で
見
て
、
南
方
徴
用
後

期
か
ら
日
本
の
科
学
力
の
不
足
と
い
う
現
実
を
理
解
し
始
め
て
い
た
海
野

は
、
科
学
者
と
愛
国
者
と
い
う
二
つ
の
立
場
の
両
立
を
放
棄
し
、
科
学
者

と
し
て
の
側
面
を
隠
し
は
じ
め
る
。
以
前
は
戦
争
の
勝
利
を
「
科
学
力
」

に
託
す
と
信
じ
て
い
た
が
、
ア
メ
リ
カ
軍
の
新
技
術
と
新
兵
器
を
知
っ
た

徴
用
の
後
期
か
ら
、
兵
士
た
ち
の
「
辛
抱
づ
よ
さ
」
が
戦
争
の
勝
負
を
決

め
る
と
い
う
非
科
学
的
精
神
主
義
に
走
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
う
し
た
二
つ

の
立
場
の
分
裂
に
よ
る
苦
し
さ
が
敗
戦
後
の
作
品
の
中
に
は
窺
わ
れ
る
。

四

戦
後
の
反
省
と
創
作

一
九
四
五
年
八
月
六
日
、
ア
メ
リ
カ
の
Ｂ
―

少
数
機
が
広
島
に
原
子

29

爆
弾
を
投
下
し
た
が
、
当
日
の
大
本
営
は
「
新
型
爆
弾
」
だ
と
発
表
し
た
。

海
野
は
「
も
と
も
と
ア
メ
リ
は
科
学
技
術
に
つ
い
て
一
流
の
国
で
あ
」
る

こ
と
を
知
っ
て
お
り
、
新
兵
器
を
導
入
す
る
こ
と
は
「
予
想
さ
れ
た
事
で

あ
っ
て
、
今
さ
ら
驚
く
に
当
た
ら
な
い
」

と
八
月
九
日
の
日
記
に
記
し

(23)

て
い
る
。
ま
だ
「
新
型
爆
弾
」
が
原
子
爆
弾
だ
と
知
ら
ず
、
敗
戦
の
気
配

も
感
じ
て
い
な
か
っ
た
。
日
記
の
中
で
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

そ
れ
と
正
面
か
ら
取
組
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
工
夫
に
お
い
て
被
害
を
最

小
限
度
化
す
べ
き
で
あ
る
。
政
府
及
び
軍
部
に
対
し
て
希
望
す
る
の

は
、
よ
ろ
し
く
士
気
を
昂
揚
す
る
よ
う
な
こ
と
を
や
っ
て
も
ら
い
た

い
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
Ｂ
２
９
を
国
民
の
目
の
前
で
撃
墜
す
る

が
如
き
こ
と
で
あ
る
。
(24)

と
こ
ろ
が
十
日
、
ア
メ
リ
カ
大
統
領
ト
ル
ー
マ
ン
が
演
説
で
爆
弾
は
原

子
爆
弾
だ
と
言
明
す
る
と
、
海
野
は
当
日
の
日
記
で
「
戦
争
は
終
結
だ
」
(25)

と
記
し
、
日
本
が
戦
争
に
負
け
た
こ
と
を
認
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ

の
日
の
内
に
一
家
心
中
を
決
心
し
、
遺
書
も
作
成
し
た
が
、
作
家
湊
邦
三

の
説
得
や
、
青
酸
加
里
の
入
手
が
困
難
で
あ
っ
た
た
め
思
い
と
ど
ま
る

。
(26)

海
野
は
八
月
二
六
日
の
日
記
で
「
海
野
十
三
は
死
ん
だ
。
断
じ
て
筆
を
取

る
ま
い
。
口
を
開
く
ま
い
。
辱
か
し
い
こ
と
で
あ
る
。
申
し
訳
な
き
事
で

あ
る
」

と
述
べ
て
い
る
。
注
目
し
た
い
の
は
こ
こ
の
「
海
野
十
三
」
を

(27)

ど
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
な
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、

彼
に
は
「
愛
国
の
軍
国
主
義
者
の
海
野
十
三
」
と
「
科
学
者
の
佐
野
昌
一
」

と
い
う
二
つ
の
身
分
が
あ
り
、
こ
こ
で
死
ん
だ
の
は
前
者
だ
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
れ
ま
で
日
本
の
勝
利
を
信
じ
込
ん
で
い
た
彼
に
と
っ
て
、
敗
戦
と

同
時
に
自
ら
の
精
神
の
基
盤
が
失
わ
れ
、
も
は
や
今
ま
で
の
よ
う
に
「
海

野
十
三
」
と
い
う
名
義
で
続
け
て
作
品
を
書
く
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え

た
の
で
あ
ろ
う
。
実
際
に
、
敗
戦
後
の
多
く
の
作
品
は
「
丘
丘
十
郎
」
と

い
う
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
発
表
し
て
い
る
（
た
だ
し
、
単
行
本
出
版
す
る
時
は
海
野
十



23

三
に
戻
っ
て
い
る
）
。
敗
戦
後
の
彼
に
残
さ
れ
て
い
た
の
は
科
学
者
と
い
う

立
場
の
み
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
彼
の
戦
後
の
作
品
の
端
々
か

ら
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

敗
戦
二
カ
月
後
の
一
九
四
五
年
一
一
月
、
海
野
は
「
丘
丘
十
郎
」
名
義

で
『
富
士
』
に
戦
後
初
の
短
編
小
説
「
大
脳
手
術
」
を
発
表
す
る
。
自
分

の
体
の
部
品
が
自
由
に
売
買
さ
れ
る
世
界
で
、
あ
る
男
が
金
の
た
め
に
自

分
の
器
官
を
一
つ
ず
つ
売
り
飛
ば
し
、
そ
の
代
わ
り
に
安
価
な
器
官
を
移

植
す
る
。
結
局
、
男
は
ゴ
リ
ラ
と
な
り
果
て
檻
の
中
に
入
れ
ら
れ
て
し
ま

う
。
実
際
は
こ
れ
ら
は
す
べ
て
、
戦
時
中
に
残
っ
た
弾
片
の
た
め
に
、
脳

髄
に
う
け
た
圧
迫
障
害
に
よ
る
男
の
妄
想
で
あ
る
。
だ
が
た
と
え
妄
想
で

あ
っ
て
も
、
戦
争
に
よ
る
障
害
の
た
め
に
自
ら
の
体
の
部
品
を
一
つ
ず
つ

売
っ
て
し
ま
う
男
の
姿
は
、
戦
時
中
自
分
の
科
学
者
と
し
て
の
立
場
を
徐

々
に
失
っ
て
い
っ
た
海
野
を
連
想
さ
せ
る
。
以
下
の
男
の
言
葉
は
海
野
の

代
弁
だ
と
い
っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。

或
る
と
き
、
私
は
図
ら
ず
も
一
つ
の
問
題
に
突
当
っ
た
。
そ
れ
は
外

で
も
な
い
。
こ
う
し
て
容
貌
も
変
り
、
声
も
変
り
、
四
肢
か
ら
臓
器

ま
で
も
変
り
果
て
た
現
在
の
私
は
、
果
し
て
本
来
の
私
と
い
え
る
か

ど
う
か
と
い
う
問
題
で
あ
っ
た
。（
中
略
）
あ
あ
、
恐
ろ
し
い
こ
と
だ
。

私
は
と
ん
で
も
な
い
過
誤
を
犯
し
た
。
自
己
を
愛
す
る
た
め
に
あ
ん

な
に
ま
で
苦
労
を
重
ね
な
が
ら
、
知
ら
ず
識
ら
ず
の
う
ち
に
、
そ
れ

と
反
対
に
自
己
を
破
壊
し
尽
し
て
い
た
の
だ
。
(28)

戦
争
に
よ
っ
て
自
分
の
科
学
的
合
理
精
神
を
否
定
し
た
海
野
も
、
「
知

ら
ず
識
ら
ず
の
う
ち
に
、
そ
れ
と
反
対
に
自
己
を
破
壊
し
尽
し
て
」
お
り
、

男
と
の
類
似
性
を
見
出
せ
る
。
前
に
述
べ
た
よ
う
に
、
彼
は
「
海
野
十
三

は
死
ん
だ
」
と
書
い
て
、
戦
時
中
の
軍
国
主
義
者
の
自
分
は
死
ん
だ
と
宣

言
し
た
。
同
年
一
二
月
三
一
日
、
彼
は
日
記
で
「
我
が
途
は
定
ま
れ
り
。

生
命
あ
る
限
り
は
、
科
学
技
術
の
普
及
と
科
学
小
説
の
振
興
に
最
後
の
努

力
を
払
わ
ん
」

と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
は
科
学
者
と
し
て
作
品
を

(29)

創
作
し
よ
う
と
す
る
彼
の
決
意
は
敗
戦
後
初
の
エ
ッ
セ
イ
「
原
子
爆
弾
と

地
球
防
衛
」（
『
光
』
一
九
四
五
年
十
月
）
か
ら
も
窺
わ
れ
る
。

こ
の
中
で
海
野
は
戦
争
と
各
国
の
科
学
力
を
論
じ
、
地
球
人
類
の
未
来

な
ど
の
問
題
を
も
扱
っ
て
い
る
。
八
月
六
日
に
投
下
さ
れ
た
新
型
爆
弾
は

原
子
爆
弾
だ
と
知
っ
た
と
き
の
、
海
野
の
反
応
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ

る
。

率
直
に
告
白
す
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
が
原
子
爆
弾
の
製
作
に
成
功
し
た

と
知
っ
た
と
き
、
私
は
敵
味
方
の
関
係
を
超
越
し
、
広
島
の
惨
害
を

も
超
越
し
、
科
学
技
術
史
上
画
期
的
な
る
こ
の
成
功
に
関
し
ア
メ
リ

カ
に
対
し
祝
意
と
敬
意
と
を
捧
げ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
し
て
又

た
い
へ
ん
羨
ま
し
く
感
じ
た
こ
と
も
告
白
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
(30)

終
戦
後
の
日
本
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
る
検
閲
が
あ
り
、
上
の
引
用
も
検
閲
を

意
識
し
な
が
ら
書
い
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
海
野
の
本
音
で
も
あ
る

と
思
わ
れ
る
。
物
理
学
知
識
を
持
つ
海
野
は
、
原
子
爆
弾
は
理
論
上
は
成

立
の
証
明
が
終
わ
り
、
あ
と
は
こ
れ
を
如
何
に
し
て
技
術
化
す
る
か
の
問

題
の
み
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
既
に
知
っ
て
い
た
。
た
だ
し
、
彼
は
「
航
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空
機
の
発
達
の
過
程
等
か
ら
考
え
て
、
ま
ず
三
十
年
後
と
」
思
っ
て
い
た

と
い
う
。
わ
ず
か
二
十
四
年
し
か
経
っ
て
い
な
い
う
ち
に
実
現
で
き
た
こ

と
へ
の
驚
き
や
、
科
学
者
と
し
て
の
喜
び
は
事
実
だ
と
思
わ
れ
る
。
一
方
、

戦
時
中
の
日
本
の
科
学
力
に
つ
い
て
海
野
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

敗
戦
前
、
否
、
大
東
亜
戦
争
勃
発
当
時
の
わ
が
科
学
技
術
界
の
動
脈

硬
化
乃
至
痴
呆
性
症
状
は
正
し
く
三
等
国
相
当
で
あ
っ
た
こ
と
は
、

わ
れ
ら
斯
界
に
呼
吸
し
て
い
る
者
に
は
よ
く
分
っ
て
い
た
こ
と
で
あ

っ
て
、
政
府
や
軍
部
が
日
本
は
一
等
国
だ
と
い
う
宣
伝
を
な
し
、
赫

々
た
る
勝
利
を
讃
う
る
に
拘
ら
ず
、
わ
れ
ら
は
始
め
か
ら
こ
の
戦
争

の
前
途
に
横
た
わ
っ
て
い
る
大
困
難
を
算
定
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
そ
れ
は
今
日
、
敗
戦
と
い
う
事
実
に
よ
っ
て
、
極
め
て
明
瞭

に
証
明
せ
ら
れ
た
。
(31)

戦
争
中
は
す
で
に
日
本
の
科
学
力
の
後
進
性
が
分
か
っ
て
お
り
、
勝
つ

の
が
難
し
い
と
思
っ
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
。
日
本
は
必
ず
勝
つ
と
い
う

戦
時
下
の
主
張
と
上
の
引
用
、
ど
ち
ら
が
本
音
、
ど
ち
ら
が
建
前
と
い
う

よ
り
は
、
こ
れ
を
海
野
の
戦
時
下
に
お
け
る
二
つ
の
面
の
分
裂
に
よ
る
矛

盾
と
し
て
捉
え
る
べ
き
だ
と
思
わ
れ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
太
平
洋
戦

争
勃
発
当
時
、
あ
る
い
は
南
方
へ
赴
く
前
の
海
野
の
作
品
か
ら
見
る
と
、

彼
は
日
本
の
科
学
力
の
後
進
性
に
あ
る
程
度
自
覚
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
読

み
取
れ
る
。
し
か
し
、
徴
用
前
期
の
日
本
軍
が
戦
争
で
示
し
て
い
る
強
さ
、

順
調
に
進
ん
で
い
る
占
領
、
こ
れ
ら
が
彼
の
科
学
者
と
し
て
の
面
を
覆
い

隠
し
て
い
た
。
徴
用
後
期
、
日
本
軍
事
力
の
真
実
を
知
っ
た
彼
は
矛
盾
を

感
じ
な
が
ら
、
や
む
を
得
ず
軍
国
主
義
に
走
っ
た
の
で
あ
る
。
戦
後
に
な

っ
て
振
り
返
る
と
き
、
海
野
は
戦
時
下
の
自
分
の
軍
国
主
義
的
な
言
説
を

避
け
て
、
日
本
科
学
力
に
対
し
て
疑
問
を
持
っ
て
い
た
こ
と
だ
け
を
述
べ

て
い
る
。
こ
れ
は
敗
戦
後
の
情
勢
か
ら
考
え
れ
ば
、
納
得
で
き
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
海
野
は
「
原
子
爆
弾
と
地
球
防
衛
」
で
も
う
一
つ
の
課
題
、「
地

球
防
衛
問
題
」
を
取
り
上
げ
る
。
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
原
子
爆
弾
の
成
功

は
将
来
、
全
人
類
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
も
た
ら
す
か
、
我
々
は
ど
の
よ

う
に
行
動
す
べ
き
か
な
ど
の
問
題
を
提
起
す
る
。
海
野
自
身
の
結
論
は
以

下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

私
は
こ
こ
で
私
の
結
論
を
先
に
掲
げ
る
。
す
な
わ
ち
、
原
子
爆
弾
の

実
現
し
た
の
を
機
会
と
し
て
、
全
世
界
は
お
互
い
の
間
に
於
け
る
一

切
の
戦
争
を
永
久
に
終
局
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
し
て
全
世
界
は
一

致
団
結
し
て
協
力
し
、地
球
防
衛
の
一
目
標
に
精
進
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

地
球
防
衛
と
は
何
か
。
そ
れ
は
地
球
の
敵
よ
り
地
球
人
類
を
護
る
こ

と
で
あ
る
。
地
球
の
敵
と
は
何
か
。
そ
れ
は
他
の
遊
星
に
棲
息
す
る

生
物
で
、
わ
れ
ら
地
球
を
狙
う
者
共
の
こ
と
で
あ
る
。
(32)

「
全
世
界
は
一
致
団
結
し
て
協
力
」
し
、
地
球
外
知
的
生
命
か
ら
我
々

地
球
人
類
を
護
る
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
が
敗
戦
直
後
の
海
野
の
「
地
球
防

衛
問
題
」
に
対
す
る
考
え
で
あ
る
。

海
野
は
戦
前
か
ら
地
球
外
知
的
生
命
を
作
品
の
中
で
登
場
さ
せ
て
い

た
。
一
九
三
九
年
か
ら
一
九
四
〇
年
に
か
け
て
『
小
学
生
新
聞
』
に
連
載

さ
れ
た
「
火
星
兵
団
」
は
侵
略
者
と
し
て
の
火
星
人
が
地
球
人
を
捕
虜
に



25

し
よ
う
と
襲
来
し
、
地
球
人
が
そ
れ
に
対
抗
す
る
話
で
あ
る
。
こ
の
作
品

の
中
で
、
火
星
人
は
基
本
的
に
「
敵
」
と
し
て
描
か
れ
、
地
球
人
が
生
存

の
た
め
に
戦
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
状
況
で
、
両
者
は
共
存
す
る
こ
と
が

不
可
能
で
あ
り
、
ど
ち
ら
か
一
方
の
み
が
生
き
残
る
と
い
う
状
況
に
あ
る
。

小
説
の
結
末
で
、
「
蟻
田
博
士
」
と
い
う
科
学
者
が
開
発
し
た
武
器
に
よ

っ
て
地
球
は
救
わ
れ
る
。
海
野
は
作
品
の
中
で
蟻
田
博
士
の
言
葉
を
借
り

て
科
学
力
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。

「
こ
れ
か
ら
は
、
火
星
人
と
競
争
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
わ
れ
わ

れ
地
球
の
人
類
は
、
こ
れ
ま
で
よ
り
も
、
勉
強
を
し
な
け
れ
ば
、
大

宇
宙
の
指
導
者
の
地
位
を
、
火
星
人
に
と
ら
れ
て
し
ま
う
よ
。
勉
強

だ
、
大
勉
強
だ
」
蟻
田
博
士
は
、
拳
を
ふ
り
な
が
ら
言
っ
た
。
(33)

注
目
し
た
い
の
は
、
こ
の
作
品
の
中
で
「
わ
れ
わ
れ
地
球
の
人
類
」
の

よ
う
な
言
葉
は
よ
く
出
て
い
る
が
、
実
際
に
各
国
が
ど
の
よ
う
に
対
策
を

模
索
し
て
い
く
か
に
関
す
る
記
述
は
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
で
あ
る
。
「
地

球
防
衛
問
題
」
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
地
球
人
の
連
帯
感
に
は
言
及
し
て
い

な
い
。
海
野
は
「
『
火
星
兵
団
』
作
者
の
言
葉
」
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。わ

れ
わ
れ
日
本
民
族
は
、
地
球
人
類
の
先
駆
者
と
し
て
立
ち
、
や
が

て
は
地
球
全
土
を
指
導
し
、
そ
し
て
ま
た
大
宇
宙
を
も
支
配
す
る
と

い
う
大
き
な
希
望
を
目
標
に
、
う
ん
と
勉
強
し
、
そ
し
て
強
く
鍛
え

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
(34)

地
球
人
が
火
星
人
と
対
抗
す
る
小
説
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
全
人
類
の
た

め
と
い
う
意
識
が
見
ら
れ
な
い
。
そ
れ
は
当
時
の
国
際
情
勢
と
も
関
係
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
、
各
国
が
協
力
し
て
同
じ
目
標
に
向
か
っ
て
い
く
こ
と

を
書
く
の
は
難
し
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

敗
戦
後
、
海
野
の
「
地
球
防
衛
問
題
」
に
対
す
る
見
方
は
原
子
爆
弾
の

実
現
で
変
わ
っ
て
い
る
。
一
九
四
五
年
九
月
、
同
じ
地
球
外
知
的
生
命
を

題
材
と
し
た
小
説
「
地
球
発
狂
事
件
」
を
丘
丘
十
郎
名
義
で
『
協
力
新
聞
』

に
連
載
し
始
め
て
い
る
。
火
星
人
を
残
酷
な
敵
と
し
て
描
い
て
い
た
「
火

星
兵
団
」
と
違
い
、
こ
の
作
品
に
登
場
す
る
知
的
生
命
は
作
品
の
最
後
に

な
る
ま
で
謎
の
ま
ま
で
あ
り
、
理
解
で
き
な
い
生
物
で
あ
る
。
ア
イ
ス
ラ

ン
ド
で
巨
大
な
船
が
発
見
さ
れ
、そ
れ
を
記
者
や
学
者
が
調
査
し
た
結
果
、

事
件
を
起
こ
し
た
の
は
大
西
洋
の
海
中
に
基
地
を
作
っ
て
い
た
知
的
生
命

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
地
球
人
は
対
策
を
考
え
る
が
、
有
効
な
手
段
は

な
く
、
結
局
そ
の
知
的
生
命
は
た
だ
偶
然
に
地
球
に
着
い
た
だ
け
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
あ
る
日
彼
ら
は
突
然
姿
を
消
し
て
し
ま
い
、
小

説
は
終
わ
る
。

こ
の
作
品
で
注
目
し
た
い
の
は
、
未
知
の
存
在
に
対
し
て
、「
全
世
界
」

が
一
丸
に
な
っ
て
対
策
を
考
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
上
院
議

員
は
「
地
球
防
衛
は
わ
れ
ら
世
界
人
類
の
義
務
で
あ
る
と
共
に
権
利
で
あ

る
。
地
球
外
よ
り
の
無
断
侵
入
者
に
対
し
て
は
何
の
仮
借
す
る
と
こ
ろ
が

あ
ろ
う
」

と
の
見
解
を
発
表
し
て
い
る
。
そ
の
と
き
、
「
現
代
の
最
強
武

(35)

器
で
あ
る
原
子
爆
弾
」
の
使
用
も
検
討
さ
れ
る
が
、
結
局
「
平
和
的
な
外

交
手
段
」

―
音
楽
を
採
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
論
じ
て
き
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た
戦
前
の
小
説
と
違
い
、
未
知
の
存
在
に
対
し
て
は
武
力
で
は
な
く
、
音

楽
と
い
う
文
化
的
な
手
段
を
利
用
し
て
平
和
的
関
係
を
築
こ
う
と
い
う
意

識
が
現
れ
始
め
て
い
る
。
作
品
の
最
後
で
、
海
野
は
次
の
よ
う
に
書
い
て

い
る
。果

た
し
て
然
ら
ば
、
地
球
人
類
が
お
互
い
同
士
に
猜
疑
し
、
落
と
し

合
い
、
殺
戮
し
合
う
こ
と
は
賢
明
な
る
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
断
じ
て

然
ら
ず
。
わ
れ
ら
地
球
人
類
は
、
そ
う
い
う
一
切
の
同
胞
相
食
む
の

愚
を
即
刻
捨
て
去
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
だ
。
そ
し
て
直
ち
に
地
球
防

衛
の
旗
印
の
下
に
協
力
し
結
束
し
、
彼
等
を
迎
え
る
準
備
を
急
い
で

始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。
そ
れ
は
必
ず
し
も
戦
備
で
は
な
い
。

い
や
、
戦
備
よ
り
も
む
し
ろ
平
和
的
交
渉
の
方
法
と
手
段
と
を
研
究

し
用
意
す
る
こ
と
に
な
る
。
地
球
の
上
に
人
類
相
斃
し
合
う
戦
争
が

永
遠
に
封
鎖
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
同
時
に
、
大
宇
宙
に
も
ま

た
宇
宙
戦
争
を
生
ぜ
し
め
て
は
な
ら
な
い
の
だ
。
(36)

日
本
人
、
デ
ン
マ
ー
ク
人
、
ア
メ
リ
カ
人
な
ど
の
多
様
な
国
の
人
間
を

登
場
さ
せ
て
お
り
、
平
和
時
代
を
迎
え
、
国
際
的
視
野
に
立
っ
て
書
い
て

い
る
こ
の
作
品
に
お
け
る
「
地
球
人
類
は
一
つ
」
と
い
う
海
野
の
考
え
が

見
受
け
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
作
品
に
お
け
る
「
平
和
的
交
渉
」
は
あ

く
ま
で
も
地
球
人
類
の
一
方
的
な
考
え
で
あ
り
、
未
知
の
存
在
に
真
正
面

か
ら
接
す
る
こ
と
が
な
い
ま
ま
物
語
が
終
わ
っ
て
し
ま
う
。

海
野
は
一
九
四
五
年
一
二
月
か
ら
一
九
四
六
年
一
一
月
ま
で
再
び
丘
名

義
で
「
火
星
探
検
」
を
『
サ
イ
エ
ン
ス
』
に
連
載
し
て
い
る
。
宇
宙
人
が

「
敵
」
、
あ
る
い
は
「
未
知
の
存
在
」
と
し
て
描
か
れ
て
き
た
こ
れ
ま
で

の
作
品
と
違
い
、「
火
星
探
検
」
に
お
け
る
火
星
人
は
「
友
人
」
で
あ
る
。

舞
台
は
ア
メ
リ
カ
に
設
定
さ
れ
、
登
場
人
物
は
中
国
人
の
張
、
日
本
人
の

河
合
と
山
木
、
そ
し
て
黒
人
の
ネ
ッ
ド
と
い
う
多
国
籍
な
メ
ン
バ
ー
の
少

年
四
人
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
を
旅
し
て
い
た
四
人
が
偶
然
火
星
に
行
き
、

そ
こ
で
地
球
人
と
大
き
く
姿
が
異
な
る
火
星
人
と
遭
遇
す
る
。
彼
等
と
は

度
々
険
悪
な
関
係
に
な
り
か
け
る
が
、
少
年
た
ち
は
地
球
の
音
楽
を
き
っ

か
け
に
火
星
人
と
平
和
的
な
関
係
を
結
ぶ
こ
と
に
成
功
す
る
。

音
楽
を
通
じ
た
地
球
外
知
的
生
命
と
の
交
流
は
「
地
球
発
狂
事
件
」
で

も
見
ら
れ
る
が
、
「
地
球
発
狂
事
件
」
で
は
あ
く
ま
で
も
計
画
に
と
ど
ま

り
、「
火
星
探
検
」
は
実
際
に
実
行
し
て
い
る
。
瀬
名
堯
彦
は
解
題
で
「
火

星
探
検
」
で
は
「
従
来
の
作
品
に
見
ら
れ
た
火
星
人
と
の
戦
闘
が
な
く
、

地
球
人
と
の
友
好
関
係
が
強
調
さ
れ
、
文
明
的
に
も
地
球
の
方
が
高
い
状

態
に
設
定
さ
れ
て
い
る
点
が
、
旧
作
と
の
大
き
な
相
違
で
あ
っ
た
」

と
(37)

述
べ
て
い
る
。

海
野
は
作
中
で
、
火
星
人
の
科
学
力
は
地
球
人
よ
り
進
ん
で
い
る
と
し

て
お
り
、
戦
前
の
作
品
に
お
け
る
「
戦
争
は
科
学
力
次
第
だ
」
と
い
う
主

題
を
捨
て
て
、
そ
の
か
わ
り
に
平
和
を
強
調
し
て
い
る
。
地
球
人
が
火
星

の
資
源
を
奪
う
た
め
に
襲
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
火
星
人
の
疑

問
に
対
し
て
、
海
野
は
少
年
の
一
人
山
木
に
次
の
よ
う
に
語
ら
せ
る
。

そ
の
こ
と
も
、
あ
な
た
の
誤
解
で
す
。
な
る
ほ
ど
地
球
の
人
口
は
多

い
で
す
。
ま
た
こ
れ
ま
で
に
地
球
上
に
は
戦
争
も
た
び
た
び
あ
り
ま

し
た
。
し
か
し
今
は
も
う
侵
略
戦
争
は
根
だ
や
し
に
な
り
ま
し
た
。
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そ
の
わ
け
は
、
戦
争
の
惨
禍
と
い
う
も
の
が
、
負
け
た
国
の
人
々
に

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
勝
っ
た
国
の
人
々
に
も
ふ
り
か
か
っ
て
く
る

こ
と
が
分
り
、
戦
争
は
地
球
上
の
す
べ
て
の
人
々
に
大
き
な
不
幸
を

も
た
ら
す
こ
と
が
よ
く
分
っ
た
の
で
す
。
だ
か
ら
も
う
戦
争
に
は
懲

り
て
、
ど
の
国
で
も
戦
争
を
起
こ
す
こ
と
は
や
め
た
と
宣
言
し
て
い

る
の
で
す
。
こ
の
万
世
の
太
平
が
来
た
の
で
す
。
こ
の
万
世
の
太
平

は
、
地
球
の
上
だ
け
の
こ
と
で
な
く
、
惑
星
と
惑
星
の
間
に
も
約
束

さ
れ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
(38)

終
戦
後
、
世
界
各
国
が
戦
争
の
な
い
理
想
的
な
未
来
の
た
め
に
努
力
す

る
国
際
情
勢
で
の
、
海
野
の
戦
争
へ
の
反
省
の
気
持
ち
が
う
か
が
え
る
だ

ろ
う
。
ま
た
火
星
人
と
い
う
他
者
を
「
共
存
で
き
る
仲
間
」
と
し
て
捉
え

る
こ
と
は
、
終
戦
直
後
、
ア
メ
リ
カ
軍
の
進
駐
に
よ
る
人
々
の
不
安
を
取

り
除
く
と
こ
ろ
で
役
に
立
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

五

結
び

本
論
文
は
海
野
十
三
の
南
方
徴
用
体
験
に
着
目
し
、
徴
用
前
の
科
学
者

と
愛
国
者
と
い
う
二
つ
の
面
を
確
認
し
、
戦
争
に
勝
つ
た
め
に
は
精
神
の

強
さ
よ
り
科
学
力
だ
と
い
う
主
張
を
究
明
し
た
。
海
野
は
徴
用
前
期
の
状

況
に
、
戦
争
に
対
す
る
自
信
を
与
え
ら
れ
、
「
戦
争
は
絶
対
に
わ
れ
わ
れ

の
勝
ち
で
あ
る
」

と
信
じ
込
ん
で
い
た
が
、
徴
用
の
後
期
か
ら
ア
メ
リ

(39)

カ
軍
の
新
技
術
と
新
兵
器
を
知
っ
て
か
ら
は
日
本
の
科
学
力
の
不
足
の
現

実
を
認
め
ざ
る
を
え
な
く
な
り
、
戦
争
の
勝
負
を
決
め
る
の
は
科
学
力
よ

り
精
神
上
の
強
さ
だ
と
い
う
非
科
学
的
な
精
神
主
義
に
走
っ
て
し
ま
っ

た
。
終
戦
後
、
海
野
は
戦
時
下
で
は
捨
て
ら
れ
て
い
た
科
学
者
の
顔
を
再

び
取
り
戻
し
て
、
軍
国
主
義
者
の
「
海
野
十
三
は
死
ん
だ
」
と
宣
言
す
る
。

ま
た
海
野
は
原
子
爆
弾
の
実
現
を
機
に
、
地
球
防
衛
問
題
を
作
品
の
中
で

取
り
上
げ
て
い
る
が
、
戦
前
の
同
じ
題
材
の
作
品
と
並
べ
て
考
察
し
て
み

る
と
、
海
野
が
描
い
た
地
球
外
知
的
生
命
は
戦
前
の
「
敵
」
か
ら
、
戦
後

の
「
友
人
」
へ
と
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

【
注
記
】

木
村
一
信
、
神
谷
忠
孝
『
南
方
徴
用
作
家

戦
争
と
文
学
』（
世
界
思
想
社
、

一
九
九

1
六
年
三
月
）

頁
197

「
軍
艦
旗
の
下
に
」『
海
野
十
三
全
集

別
巻
１
』（
三
一
書
房
、
一
九
九
一
年
十
月
）

2

頁
78「

戦
地
か
ら
妻
へ
」『
海
野
十
三
全
集

別
巻

』（
三
一
書
房
、
一
九
九
三
年
一
月
）

3

2

頁
114「『

地
球
盗
難
』
の
作
者
の
言
葉
」『
海
野
十
三
全
集

別
巻

』

頁

4

1

394

「
太
平
洋
魔
城
」『
海
野
十
三
全
集

第

巻
』（
三
一
書
房
、
一
九
八
九
年
九
月
）

5

6

頁
454「

太
平
洋
魔
城
」『
海
野
十
三
全
集

第

巻
』

頁

6

6

505

『
浮
か
ぶ
飛
行
島
』（
講
談
社
、

一
九
七
〇
年
五
月
）

頁

7

3

「
筆
者
の
言
葉
」『
ペ
ン
で
征
く
』（
十
三
舎
、

二
〇
一
一
年
七
月
）

頁

8

277

「
報
道
班
員
の
作
家
」『
ペ
ン
で
征
く
』

頁

9

233

「
報
道
班
員
の
作
家
」『
ペ
ン
で
征
く
』

頁

10

236

「
ビ
ス
マ
ル
ク
諸
島
攻
略
記
」『
ペ
ン
で
征
く
』

頁

11

30



28

「
戦
地
か
ら
妻
へ
」『
海
野
十
三
全
集

別
巻

』

頁

12

2

119

「
ビ
ス
マ
ル
ク
諸
島
攻
略
記
」『
ペ
ン
で
征
く
』

頁

13

42

「
ビ
ス
マ
ル
ク
諸
島
攻
略
記
」『
ペ
ン
で
征
く
』

頁

14

40

「
こ
の
眼
で
見
た
海
鷲
の
強
さ
」『
ペ
ン
で
征
く
』

頁

15

127

「
こ
の
眼
で
見
た
海
鷲
の
強
さ
」『
ペ
ン
で
征
く
』

頁

16

128

く
ろ
が
ね
会
編
『
日
本
海
軍
の
話
』（
四
方
木
書
房
、
一
九
四
三
年
七
月
）

頁

17

66

「
ペ
ン
で
征
く
南
方
戦
線
」『
ペ
ン
で
征
く
』

頁

18

216

『
赤
道
南
下
』（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
〇
三
年
七
月
）

頁

19

144

「
黒
色
の
新
皇
民
と
宣
撫
の
問
題
」『
ペ
ン
で
征
く
』

頁

20

226

「
黒
色
の
新
皇
民
と
宣
撫
の
問
題
」『
ペ
ン
で
征
く
』

頁

21

228

『
科
学
知
識
』（
日
本
科
学
協
会
、

一
九
四
三
年
第
四
号
）

頁

22

82

「
空
襲
都
日
記
」『
海
野
十
三
全
集

別
巻

』

頁

23

2

69

「
空
襲
都
日
記
」『
海
野
十
三
全
集

別
巻

』

頁

24

2

70

「
空
襲
都
日
記
」『
海
野
十
三
全
集

別
巻

』

頁

25

2

72

「
海
野
十
三

年
譜
」『
海
野
十
三
全
集

別
巻

』

頁

26

2

656

「
降
伏
日
記
」『
海
野
十
三
全
集

別
巻

』

頁

27

2

78

「
大
脳
手
術
」
『
海
野
十
三
全
集

第

巻
』（
三
一
書
房
、
一
九
八
八
年
一
二
月
）

28

11

頁
114「

降
伏
日
記
」『
海
野
十
三
全
集

別
巻

』

頁

29

2

86

「
原
子
爆
弾
と
地
球
防
衛
」『
海
野
十
三
全
集

別
巻

』

頁

30

1

306

「
原
子
爆
弾
と
地
球
防
衛
」『
海
野
十
三
全
集

別
巻

』

頁

31

1

306

「
原
子
爆
弾
と
地
球
防
衛
」『
海
野
十
三
全
集

別
巻

』

頁

32

1

306

「
火
星
兵
団
」
『
海
野
十
三
全
集

第

巻
』（
三
一
書
房
、
一
九
八
九
年
一
二
月
）

33

9

頁
427「

『
火
星
兵
団
』
作
者
の
言
葉
」
『
海
野
十
三
傑
作
選
③
』
（
沖
積
舎
、

二
〇
一
三
年
十

34
月
）

頁
3

「
地
球
発
狂
事
件
」『
海
野
十
三
全
集

第

巻
』

頁

35

11

72

「
地
球
発
狂
事
件
」『
海
野
十
三
全
集

第

巻
』

頁

36

11

93

「
解
題
」『
海
野
十
三
全
集

第

巻
』

頁

37

11

501

「
火
星
探
検
」『
海
野
十
三
全
集

第

巻
』

頁

38

11

199

「
驚
異
の
皇
化
首
都
」『
ペ
ン
で
征
く
』

頁

39

148

（
九
州
大
学
大
学
院
地
球
社
会
統
合
科
学
府
博
士
後
期
課
程
三
年
）
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